
ダイバーシティ＆インクルージョン
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～「手話及び障害の特性に応じた多様なコミ
ュニケーション手段の利用の促進に関する条
例」における、多様性と多職種連携の可能性
について～
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１ ダイバーシティとは？

ダイバーシティの基本概念

•個々人の「違い」を尊重し受け入れる
•「違い」に価値を見つける
•職務に関係のない性別、年齢、国籍等の属性に
関わらず、個人の成果、能力、貢献を評価する
•全社員が組織に平等に参画し、能力を最大限発
揮できるようにする



ダイバーシティの起源
： 「ダイバーシティの発祥の地は米国」
米国雇用機 会均等委員会（EEOC）が規定・・「ジェ
ンダー、人種、民族、年齢における違いのことをさす」

「変化への対応」としてのダイバーシティ
：日本での必要性・・少子高齢化



２ ダイバーシティの属性

ダイバーシティ＆インクルージョンの 基本概念・歴史的変遷および意義

中村豊 より



ダイバーシティとインクルージョンの
違い

Works リクルートより



都民ファーストでつくる「新しい東京」



障害者が、地域で安⼼して⽣活できる環境を整
備するとともに、能⼒や適性に応じて働き、
⾃⽴した⽣活ができるよう、障害者雇⽤・就労
等を促進します

2020年に向けた実行プラン ～ポケット版～より

■ 都⽴特別⽀援学校で、個性や可能性を伸ばす教
育や障害の程度に応じた重層的な職業教育を実施
します。

■ 「東京都障害者への理解促進及び差別解消の推
進に関する 条例」の施⾏を踏まえ、都⺠向けの普
及啓発、事業者向け 研修など、共⽣社会の実現に
向けた取組を推進します。

■ 障害者雇⽤に取り組む中⼩企業等の⽀援、障害
者の就労・職場定着⽀ 援、福祉施設で働く障害者
の⼯賃向上に向けた取組等を⽀援します。





差別解消法東京都条例パンフレット



葛飾区手話及び障害の特性に応じた多様なコ
ミュニケーション手段の利用の促進に関する
条例

葛飾区では、手話及び障害の特性に応じた
多様なコミュニケーション手段を利用しや
すい環境を整備することにより、障害のあ
る人の社会参加を促進し、すべての区民が
、障害の有無にかかわらず、相互に人格及
び個性を尊重し合いながら共生する社会を
実現するため、平成31年4月に本条例を
制定いたしました。



制定内容

（1）手話及び障害の特性に応じた多様な
コミュニケーション手段に係る基本理念
について定めること
（2）区の責務について定めること
（3）区民及び事業者の役割について定め
ること
（4）区が推進する施策の基本方針等につ
いて定めること




